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 小学５年 杉山 航輝 

 Fuji International Speedway 

 17年 12月 20日 

TGRF 2017 キッズ記者体験 
 

LEXUS TEAM au TOM’s 伊藤大輔選手兼監督  

－なぜ、車が好きなのでしょうか？なぜレーシングドライバー

になったのですか？ 

「初めて見たレーシングカーがグループ C カー（TOM’s 85C-L

等のプロトタイプレーシングカーの総称）で、エンジン音が物

凄くそして速さがカッコ良かったので、車が好きになりコレに

乗るしか無いと思い、レーシングドライバーになると思っ

た。」 

ー絶対に負けたくない人はいますか？またその方はどなたですか？ 

「脇阪寿一監督・立川祐路選手 同世代でお互いしのぎを削った仲であって、いまだにこの

人たちには色々な意味でライバルだと思っている。」 

 

LM Corsa INGING MOTOR SPORT 中山雄一選手 坪井翔選手 

ーレースを走っていて危ないと思った事はありますか？ 

中山雄一選手 

「どのコースを走っても危ないと思った事はないです。結構、

危ない車両はいるがこの車両（RCF GT3）の安定感は今まで乗

った車両の中で一番素晴らしいので、怖いと思った事はないで

す。ただコースで言えば菅生はちょっと狭いのでちょっとミス

したらぶつかってしまいそうだが、ミスする気がしないぐらい

車両の安定感があるので怖いとは思わない。」 
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坪井翔選手 

「SuperGT は GT500と GT300 の混走レースなので、GT500 と一

緒に走る時はクラスが違い、クラス間で速度差があって避けた

り抜いたりする時が危ないと感じる時があるが、SuperGT はそ

う言うレースだと思ってる。」 

ーレーサーの中で一番大変な事はなんですか？ 

坪井翔選手 

「やはり 200km/h 以上で走ってる中で速い車や遅い車を見分けて抜いたり、メカニカルト

ラブルとかの的確な判断を行ったりが 200km/h 以上で走ってると一瞬なのでそう言う判断

力が大変で難しい。」 

中山雄一選手 

「GT に出ているドライバー80 人程度、GT300の中でも 50 人程度の中で一番速くなければ

いけない、速くないと来年レーシングドライバーを辞めてくださいとなってしまう。いつも

自分の実力を発揮出来ないといけないのが難しい。学校のテストが年間８回ある中で、常に

自分が一番を成績を取ってなければいけない。8回のテストに向けて普段予習復習を絶やさ

ず普段から行わなければいけないのが難しい。」 

ー監督に言われた言葉の中で一番、心に残った言葉はありますか？ 

中山雄一選手 

「監督には色々なタイプがいると思うが、ウチの監督は元々凄

い有名なドライバー（影山正彦監督）で、監督の実力も理解し

ているしどんなドライバーだったかを凄い理解しているので、

すごく監督の言葉に一つ一つに重みがあるので、自信を持って

レースに取り組める。」 

坪井翔選手 

「（中山選手が言った通り）シンプルに一言でポジティブな言葉を的確にその時に掛けてく

れる言葉が心に残ってるし、そう言う監督。」 

 

LM Corsa INGING MOTOR SPORT メカニック氏 
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LM Corsa INGING MOTOR SPORT 51 号車は 2016シーズンは

Ferrari 488 GT3 で戦っていたが、2017 シーズンより LEXUS 

RCF GT3 に車両をスイッチした。 

GT3 車両は見た目はほとんど市販車と大差ないが中身は全く別

物で例えば、運転に必要なもの以外何にもついておらず、快適

装備等はついていない。その代わり、走るのに必要な装備は

色々ついていて、使った燃料の量やタップタイムなども表示出

来るようになっている。 

GT3 車両の作り方としては、市販車を全部バラし１から作り直

しパワーアップする。 

所感 

普段、とても体験出来ない記者としてインタビューということを経験が出来て、とても楽し

かった。なかなかインタビューに書くことが追いつかなくて大変だった。記者の人はすごい

なと思いました。 


